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■ 景気観測

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「中小企業経営者と「人生100年時代」」

■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策

■ あおしんトピックス
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景気観測

調査目的
調査時期
調査内容

調査方法
調査対象
調査回答企業

取りまとめ方法

お問い合わせ先

１．
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３．

４.
５．
６．

７．

８．

川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
平成 30年 9月 1日（土）～ 9月７日（金）
平成30年4月～6月期と比較した平成30年7月～ 9月期の実績見込み
平成30年7月～9月期と比較した平成30年10月～12月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43先
DI（ディフュージョン・インデックス）方法
「増加」（増加＋やや増加）と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）
と回答した企業割合を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多
いかによって、景況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

18年4～6月の実質ＧＤＰは
前期比0.7％増（年率3.0％増）
　前期にマイナスとなった個人消費は前期
比0.7％増とプラスに転じ、設備投資は
3.1％増と7四半期連続で増加した。一
方、世界的なＩＴ需要の一服で輸出は引き
続き伸び悩んだ。このため、輸出から輸入
を差し引いた純輸出は成長率を年率で0.5
ポイント押し下げた。

個人消費と設備投資を軸とした内需が
景気回復をけん引
　１～３月がマイナス成長だった反動も影
響したが、４～６月の成長率は高めの伸び
となり、景気回復が順調に続いていること
が確認された。輸出が力強さを欠くなか
で、内需の２本柱である個人消費と設備投
資が景気回復のけん引役となったことは評
価できよう。人手不足を反映して賃金上昇
テンポが加速していることから、個人消費
は今後も堅調な動きが続くとみられる。企
業の投資マインドも上向いており、この先
も内需主導による景気回復が続くと予想さ
れる。

実質成長率は18年度1.1％、
19年度0.8％と予測
　18年度の実質成長率は1.1％と前回予想

（1.2％成長）から小幅下方修正した。
輸出の増勢が鈍化しているためだが、個
人消費と設備投資を中心に内需が底堅
く推移するとの見方は維持している。
19年度も基調として回復の動きを維持
するものの、19年10月に消費税率の引
上げが予定されているため、実質成長
率は0.8％に鈍化すると予測している。

物価上昇ペースは鈍く、
金融緩和政策は長期化の公算
　日銀は18年7月30～31日の金融政策
決定会合で現行の金融政策の一部を修正
し、長期金利の上限を0.2％程度まで許
容する方針を示した。一方で、「当面の
間、極めて低い長短金利の水準を維持す
る」ことを明示した。2％の物価目標の
実現には時間を要する可能性が高く、現
行の超緩和的な金融政策はこれまでの想
定以上に長期化すると考えられる。
(注)本稿は2018年9月10日時点のデータに基づき記述されている。

信金中央金庫　地域・中小企業研究所　　
角田　匠（つのだ　たくみ）

《略歴》
東京都出身、明治大学工学部卒業。1989年、山一證券入社、山一証券経済研究所・企業調査部配属。
日本経済研究センター出向、山一証券経済研究所・経済調査部（米国担当エコノミスト）復帰。
山一証券経済研究所を退職。1998 年全国信用金庫連合会（現在の信金中央金庫）へ入社。

テーマ：実質成長率は2018年度1.1％、
　　 2019年度0.8％と予測

－個人消費と設備投資をけん引役に景気は回復基調を維持－
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　全業種の当期（7～9月期）の業況判断DIは4となり、前期
（4～6月期）と比較して7ポイントの改善となった。「売上」で
4ポイント、「収益」で2ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」
で 3ポイントの上昇、「資金繰り」で5ポイントの悪化、「設備」
で2ポイントの減少、「原材料・仕入価格」は横ばいとなる。
　来期（10～12月期）は、「資金繰り」で2ポイントの改善、「業

況」で2ポイント、「売上」で4ポイント、「収益」で3ポイント
の悪化、「販売・請負・料金価格」で2ポイントの上昇、「原材料・
仕入価格」で3ポイントの下降、「設備」で横ばいを予想している。
　全体的には、前期（4～ 6 月期）と比較して景況感は改善と
なりました。来期の見通しについては、当期に比して若干の悪
化を予想しております。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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当 期
4

（＋7）

来期予想
2

（▲2）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

30/926/9 27/3 27/9 28/3 28/9 29/3 29/9 30/3

「業況 DI」推移

増加 変わらず 減少

前期
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前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
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17.3 62.4 20.3
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19.3 65.7 15.0
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30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月
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30 年 10～12 月

19.3 63.8 16.9

15.6 71.1 13.3

20.6 65.1 14.3

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　鋳造業の当期（7～ 9月期）の業況判断DI は 10となり、
前期（4～6月期）と比較して17ポイントの改善となった。
「売上」で 14ポイント、「収益」で 13ポイントの改善、「販
売・請負・料金価格」で 7ポイント、「原材料・仕入価格」
で18ポイントの下降、「資金繰り」、「設備」で横ばいとなる。
　来期（10～ 12月期）は、「業況」で 7ポイント、「売上」

で 10 ポイントの改善、「資金繰り」で３ポイントの悪化、
「販売・請負・料金価格」で 3 ポイントの上昇、「原材料・
仕入価格」で 3 ポイントの下降、「収益」、「設備」で横ば
いを予想している。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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増加 変わらず 減少

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

13.8 65.5 20.7

27.6 62.1 10.3

27.6 55.2 17.2
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当期
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来期
30 年 10～12 月

13.8 65.5 20.7

27.6 62.1 10.3

17.2 72.5 10.3
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2.6

　機械製造業の当期（7～ 9 月期）の業況判断 DI は 21
となり、前期（4～ 6 月期）と比較して 13 ポイントの良
化となった。「売上」、「収益」で 13ポイント、「資金繰り」
で 2 ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で 11 ポ
イントの上昇、「原材料・仕入価格」で3ポイントの下降、「設
備」で 5ポイントの減少となる。

　来期（10～ 12 月期）は、「業況」、「資金繰り」で 3
ポイント、「売上」、「収益」で 11ポイントの改善、「販売・
請負・料金価格」で 8 ポイント、「原材料・仕入価格」で
5 ポイントの上昇、「設備」で 2 ポイントの改善を予想し
ている。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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　卸売業の当期（7～ 9月期）の業況判断DI は▲4となり、
前期（4～6月期）と比較して19ポイントの悪化となった。
「売上」で 11ポイント、「収益」で 22ポイント、「資金繰り」
で 18 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 4 ポ
イント、「原材料・仕入価格」で 14ポイントの上昇、「設備」
で 7ポイントの減少となる。

　来期（10～ 12月期）は、「業況」で 4ポイント、「収益」
で 15ポイント、「資金繰り」で 11ポイントの改善、「販売・
請負・料金価格」で 7ポイントの上昇、「原材料・仕入価格」
で 3 ポイントの下降、「売上」、「設備」で横ばいを予想し
ている。
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。
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37.0 59.3 3.7

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
33

（＋14）

来期予想
30

（▲3）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

77.8

85.2 7.47.4

81.5 14.8
資
金
繰
り

当 期
▲11
（▲18）

来期予想
0

（＋11）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

92.6 3.73.7

92.6 7.4

92.6 7.4

14.8 7.4

3.7

設
備

当 期
▲7
（▲7）

来期予想
▲7
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲4

（▲19）

来期予想
0

（＋4）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

37.0 40.8 22.2

18.5 63.0 18.5

22.2 51.9 25.9

売
上

当 期
15

（▲11）

来期予想
15
（0）

業況判断指数
前期

30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

33.3 7.459.3

22.2 70.4 7.4

29.6 55.6 14.8

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥



AOKI SHINKIN BANK

　小売業の当期（7～9月期）の業況判断DIは▲15となり、
前期（4～6月期）と比較して13ポイントの改善となった。
「売上」、「収益」で 2 ポイントの改善、「資金繰り」で 12
ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 5ポイント、「原
材料・仕入価格」で 2 ポイントの上昇、「設備」で横ばい
となる。

　来期（10～12月期）は、「資金繰り」で7ポイントの改善、
「業況」で8ポイント、「売上」、「収益」で10ポイントの悪化、
「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」、「設備」
で横ばいを予想している。
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小売業
KOURI-GYOU

小
売
業

小
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲15
（＋13）

来期予想
▲23
（▲8）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

30/926/9 27/3 27/9 28/3 28/9 29/3 29/9 30/3

「業況 DI」推移

増加 変わらず 減少

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

15.05.0 80.0

5.0 72.5 22.5

15.0 62.5 22.5収
益

当 期
▲8
（＋2）

来期予想
▲18
（▲10）

業況判断指数

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

17.5 7.575.0

15.0 85.0

17.5 80.0 2.5

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
15

（＋5）

来期予想
15
（0）

業況判断指数

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

20.0 7.572.5

17.5 2.580.0

20.0 5.075.0

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
15

（＋2）

来期予想
15
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

87.5 10.02.5

87.5 12.5

80.0 20.0
資
金
繰
り

当 期
▲20
（▲12）

来期予想
▲13
（＋7）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

90.0

90.0 7.5

90.0

2.5

2.5 7.5

7.52.5

設
備

当 期
▲5
（0）

来期予想
▲5
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲15
（＋13）

来期予想
▲23
（▲8）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

5.0 62.5 32.5

5.0 67.5 27.5

12.5 60.0 27.5

売
上

当 期
▲3
（＋2）

来期予想
▲13
（▲10）

業況判断指数
前期

30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

7.5 12.580.0

7.5 72.5 20.0

15.0 67.5 17.5

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥
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　建設業の当期（7～ 9月期）の業況判断DI は 9となり、
前期（4～ 6月期）と比較して 2ポイントの改善となった。
「収益」で 3ポイント、「資金繰り」で 2ポイントの悪化、「売
上」で横ばい、「販売・請負・料金価格」で 7ポイントの上昇、
「原材料・仕入価格」で 2 ポイントの下降、「設備」で 2
ポイントの減少となる。

　来期（10～ 12月期）は、「業況」で 2ポイント、「売上」
で 20 ポイント、「収益」で 17 ポイント、「資金繰り」で
5ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で 9ポイント、
「原材料・仕入価格」で 6ポイントの下降、「設備」で 2
ポイントの減少を予想している。
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建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
9

（＋2）

来期予想
7

（▲2）

－80

－100

－60

－40

－20
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40

30/926/9 27/3 27/9 28/3 28/9 29/3 29/9 30/3

増加 変わらず 減少

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

26.7 20.053.3

4.4 77.8 17.8

15.6 73.3 11.1収
益

当 期
4

（▲3）

来期予想
▲13
（▲17）

業況判断指数

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

8.9 8.982.2

4.4 88.9 6.7

6.7 93.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
7

（＋7）

来期予想
▲2
（▲9）

業況判断指数

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

24.4 75.6

15.6 84.4

22.2 77.8

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
22

（▲2）

来期予想
16

（▲6）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

77.8 11.111.1

88.9 8.9

84.4 8.9
資
金
繰
り

当 期
▲2
（▲2）

来期予想
▲7
（▲5）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

95.62.2

95.6 4.4

97.8 2.2

2.2

6.7

2.2

設
備

当 期
▲2
（▲2）

来期予想
▲4
（▲2）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
9

（＋2）

来期予想
7

（▲2）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

22.2 62.2 15.6

17.1 73.1 9.8

17.8 73.3 8.9

売
上

当 期
9
（0）

来期予想
▲11
（▲20）

業況判断指数
前期

30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

28.9 20.051.1

6.7 75.5 17.8

24.4 60.0 15.6

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥
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　不動産業の当期（7～ 9 月期）の業況判断 DI は 10 と
なり、前期（4～6月期）と比較して10ポイント改善となっ
た。「売上」で 13ポイント、「収益」で 17ポイントの改善、
「資金繰り」で 6ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で 10 ポイントの上昇、「原材料・仕入価格」で横ばいと
なる。

　来期（10～ 12月期）は、「業況」、「資金繰り」、「販売・
請負・料金価格」で横ばい、「売上」で 13ポイント、「収益」
で 10 ポイントの悪化、「原材料・仕入価格」で 3 ポイン
トの下降を予想している。

14 15

不動産業
FUDOUSAN-GYOU

不
動
産
業

不
動
産
業

業況判断指数

当 期
10

（＋10）

来期予想
10
（0）
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※カッコ内は前回調査との増減幅です。

広告が入ります

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

増加 変わらず 減少

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

20.0 20.060.0

13.3 80.0 6.7

23.3 70.0 6.7収
益

当 期
17

（＋17）

来期予想
7

（▲10）

業況判断指数

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

13.33.3 83.4

93.4 3.3

93.4 3.33.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
0

（＋10）

来期予想
0
（0）

業況判断指数

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

20.0 6.773.3

10.0 90.0

13.3 86.7

3.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
13
（0）

来期予想
10

（▲3）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

90.0 3.3

83.3 10.0

83.3 10.0
資
金
繰
り

当 期
▲3
（▲6）

来期予想
▲3
（0）

業況判断指数
6.7

6.7

6.7

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
10

（＋10）

来期予想
10
（0）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

16.7 66.6 16.7

13.3 83.4 3.3

16.7 76.6 6.7

売
上

当 期
13

（＋13）

来期予想
0

（▲13）

業況判断指数
前期

30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

20.0 20.060.0

13.3 73.4 13.3

23.3 66.7 10.0

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

（単位 :%）

「業況 DI」推移
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サービス業
　サービス業の当期（7～ 9 月期）の業況判断 DI は▲7
となり、前期（4～ 6 月期）と比較して 9 ポイントの改
善となった。「売上」で5ポイント、「収益」で3ポイント、「資
金繰り」で 4 ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で 5ポイント、「原材料・仕入価格」で 10ポイントの下降、
「設備」で横ばいとなる。

　来期（10～12月期）は、「資金繰り」で2ポイントの改善、
「業況」、「収益」で2ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」
で 7ポイントの上昇、「売上」、「原材料・仕入価格」、「設備」
で横ばいを予想している。
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SÂBISU-GYOU

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲7
（＋9）

来期予想
▲9
（▲2）
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増加 変わらず 減少

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

18.6 14.067.4

18.6 62.8 18.6

18.6 65.1 16.3収
益

当 期
2

（▲3）

来期予想
0

（▲2）

業況判断指数

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

95.42.3

4.7 2.3

2.3

93.0

90.72.3 7.0

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲5
（▲5）

来期予想
2

（＋7）

業況判断指数

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

17.1

2.4

82.9

9.8 87.8

12.2 4.982.9

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
7

（▲10）

来期予想
7
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

81.4 11.6

83.7 11.6

81.3 14.0
資
金
繰
り

当 期
▲9
（▲4）

来期予想
▲7
（＋2）

業況判断指数

過剰 適正 不足

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

90.7 7.0

90.72.3 7.0

90.7 7.02.3

7.0

4.7

4.7

2.3

設
備

当 期
▲5
（0）

来期予想
▲5
（0）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

上昇 変わらず 下降

業
況

当 期
▲7
（＋9）

来期予想
▲9
（▲2）

業況判断指数

良い 普通 悪い

増加 変わらず 減少

前期
30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

7.0 69.7 23.3

4.7 81.3 14.0

9.3 74.4 16.3

売
上

当 期
0

（▲5）

来期予想
0
（0）

業況判断指数
前期

30 年 4～6月

当期
30 年 7～9月

来期
30 年 10～12 月

20.9 16.362.8

18.6 62.8 18.6

16.3 67.4 16.3

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

（単位:%）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥
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特別調査

中小企業経営者と「人生 100 年時代」

① 事業拡大

② 現状維持・横ばい　

③ 事業縮小

④ 廃業・事業譲渡予定

⑤ わからない

問3.社長（代表者）は、経営者を引退した後の生活資金についてどのようにお考えですか。最も当てはまるものを１つ
選んでお答えください。

① 貯蓄・資産がすでに十分にある

② 会社からの退職金が見込める
③ 年金・保険が見込める
④ 何とかなる

⑤ 貯蓄・資産が十分ではない
⑥ 会社からの退職金が見込めない
⑦ 年金・保険が見込めない
⑧ 何となく不安である　

⑨ まだ考えていない                                                         
⓪ 引退しない

問4.「人生 100年時代」を見据えて、社長（代表者）は、個人としてどのような資産管理・運用をしていらっしゃいますか。
下記の①～⓪の中から主なものについて３つ以内で選んでお答えください。

① 預貯金（円貨）

② 外貨預金　

③ 債券（国債・社債等）　

④ 投資信託　　

⑤ 株式　　

⑥ 不動産　

⑦ 個人年金保険

⑧ 共済等その他保険商品

⑨ 仮想通貨                                         

⓪ 何もしていない

18.3％

57.1％

5.0％

4.6％

15.0％

16.3％
7.0％
7.6％
18.6％

8.6％
0.6％
2.0％
12.0％

25.7％
1.6％

72.0％
2.0％
1.7％
12.7％
6.7％

19.7％
16.0％
9.7％

0.0％
13.7％

問 5.「人生 100年時代」を見据えて、社長（代表者）は、現役を退いた後の生活イメージについて、描いているものはあり
ますか。下記の①～⓪の中から３つ以内で選んでお答えください。

10年先の自社の経営展望

⑥ ２０歳代、３０歳代

⑦ ４０歳代

⑧ ５０歳代

⑨ ６０歳代

⓪ ７０歳代以上

3.0％

17.3％

27.0％

23.3％

29.0％

社長（代表者）の年齢階層

問2.「人生 100年時代」という言葉が生まれるなど、健康寿命の長期化に社会的関心が高まる中で、今後、経営者が現役
で活躍する年齢は高まっていくものと考えられます。そのような中、社長（代表者）は、経営者としていつ頃まで現
役を続けたいとお考えですか。具体的な年齢の目途がある方は①～⑥の中から、そうでない方は⑦～⓪の中から、
最も当てはまるものを１つ選んでお答えください。

① 家族との時間を過ごす

② ボランティア・社会貢献活動

③ 趣味や娯楽　

④ 何もせずゆっくり過ごす

⑤ 技能・ノウハウの次世代への伝承

⑥ 自己啓発・学び直し 

⑦ 新たに起業する
⑧ 生涯現役の経営者でいたい
（引退しない）

⑨ 現役を退いても会社に  
関わりたい                                

⓪ そのときに考える
　 （今は考えていない） 

30.0％
3.3％

35.7％
11.3％
6.3％
5.3％

1.0％

5.0％

9.0％

33.0％

経営上の問題点と当面の重点経営施策

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける
（%） （%）

30 年 3月
30年 6月
30年 9月

経営上の問題点集計結果（全業種）
売上の停滞・減少
同業者間の競争激化

人手不足
利幅の縮小

大手との競争激化
値下げ要請
原材料高

販売商品の不足
合理化不足

工場店舗の狭小老朽化
輸入品との競争激化

当面の重点経営施策（全業種）

0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

30 年 3月
30年 6月
30年 9月

問1.社長（代表者）は、今後の 10年先の自社の経営について、どのように展望していらっしゃいますか。①～⑤の中か
らお答えください。併せて、現在の社長（代表者）の年齢階層を下記の⑥～⓪の中から 1つ選んでお答えください。

① ６０歳未満

② ６０～６４歳

③ ６５～６９歳　

④ ７０～７４歳

⑤ ７５～７９歳

⑥ ８０歳以上

0.6％

3.3％

6.3％

7.6％

6.0％

2.6％

具体的な年齢の目途がある

十分だと思う まだ不十分だと思う

⑦ 健康が続く限り生涯現役

⑧ 後継者に托せるようになる
までは現役

⑨ 生活資金の見通しがつく
まで現役

⓪ まったく考えていない

26.7％

24.6％

2.3％

20.0％

具体的な年齢の目途はない



2.3

AOKI SHINKIN BANK

　平成30年8月23日川口駅前市民ホール「フレン
ディア」にて「第7回新現役交流会」が開催されました。
この交流会は、大企業等を退職された企業OB・OGの
方 （々新現役）と当金庫のお客様とのマッチング事業
であり、お客様が抱える経営課題・解決に向け対応す
るものです。今回で7回目の開催となりましたが、当金
庫は平成25年1月28日に埼玉県内の金融機関として
最初に取組み、毎年度1回実施しております。
　今回は、29社の当金庫のお客様と127名の新現役
が参加し、延べ209の面談が行われました。

　　　　トピックス
「第7回新現役交流会」開催

20

● 目的にマッチする人に会えた。
● 独自で探すことは難しい専門家と面談する場を
得られた。

● 弊社の希望に対しての道筋を示してくれた。
● 自分では気付かない点を教えてもらう機会とな
り、勉強となった。

『
』

参加したお客様の感想

当金庫の事業承継への取組みについて

事業承継 アンケート結果

51%

18%

31% 後継者が
決定して
いる

後継者が
いない

後継者
候補は
いる

（注）出典　株式会社帝国データバンク「特別企画　2017年後継者問題に関する企業の実態調査」

　全国の経営者の平均年齢は59.3歳（埼玉
県は59.4歳）であり、うち60歳以上の経営
者が51.9％を占めております。また、国内
企業の3分の2にあたる66.5％が後継者不
在となっており、2016年に「休廃業・解散」
した企業を後継者の有無で調べると、
77.2％が後継者の定まらない状態であった
ことも判明しております。
　経済産業省の推計によれば、後継者問題
等による中小企業の廃業が急増すること
で、2025年頃までの10年間で約650万人
の雇用、約22兆円のGDPが失われる可能
性が示唆されており、中小企業の事業承継
が国家的な問題と認識されております。

　このような状況下、当金庫では事業承継
の取組みとして、60歳以上の経営者の皆様
に、事業承継診断（事業承継アンケート）に
ご協力頂いております。
　8月までに、取引先450社からご回答を

いただき、「後継者が決定している」企業が
229社（51％）、「後継者候補はいる」企業が
81社（18％）、「後継者がいない」企業が
140社(31％)という結果となりました。
　今後は、アンケート結果に基づきお客様の
ニーズに応じた事業承継支援を行って参り
ます。



●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）

ふじみ野市 
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